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平成２５年度岩舟町水道事業会計決算審査意見について 

 

地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された平成２５年度
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平 成 ２５年 度 

岩 舟 町 水 道 事 業 会 計 決 算 審 査 意 見 

 

第１  審査の対象    平成２５年度岩舟町水道事業会計決算 

           

第２  審査の期間    平成２６年６月２０日から平成２６年８月１８日 

 

第３  審査の方法 

審査に当たっては、市長から審査に付された決算書類（決算報告書、損益計算書、剰

余金計算書、欠損金処理計算書、貸借対照表、事業報告書）及び同附属書類（収益費用

明細書、固定資産明細書、企業債明細書、経営分析に関する調、財政分析に関する調、

移行精算表、移行貸借対照表）が、地方公営企業法及び関係法令に準拠しているかどう

かを確かめるとともに、その書類と関係帳簿及び証ひょう書類を照合して、計数の正否

をただし、これら決算書類及び同附属書類が当年度の経営成績及び財政状態を適切に表

示しているかを審査した。 

なお、この事業の経営内容の状態を把握するため計数分析を行い、地方公営企業法第

３条の趣旨にそって経済性を発揮し、かつ本来の目的である公共の福祉が増進されてい

るかについても併せて審査した。 

 

第４  審査の結果 

審査に付された決算書類及び同附属書類は、関係法令の規定に準拠して作成されてお

り、計数及び会計記録とも正確に処理され、経営成績及び財政状態は適正に表示されて

いるものと認められた。 

また、本事業は、地方公営企業法第３条の規定の趣旨にそって運営されているものと

認められた。 

 

審査の概要は、次のとおりである。 

 

 

(注)  １．表中の全国平均は、総務省編集による“水道事業経営指標”の給水人口１万５

千人以上３万人未満の水道事業、また、栃木県平均は、栃木県編集による“市町

村公営企業決算の状況”の平成２４年度における数値である。 
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経 営 の 成 績 及 び 財 政 状 態 等 審 査 の 概 要 

 

１． 事 業 の 概 要 

（１）業 務 実 績 

当年度における業務実績は、次に示すとおりである。 

 

給 水 人 口 及 び 給 水 戸 数 

岩舟町の給水人口は １７，３５４人、給水戸数は６，２５５戸であり、行政区域

内人口１７，８５３人に対する普及率は９７．２％となっている。 

     年間総配水量は２，４７５，１２９ｍ3であり、 総配水量のうち料金の対象となる

総給水量(有収水量)は １，９０７，３３４ｍ3で有収率は ７７．１％となっている。 

 

（２）建 設 工 事 の 実 施 状 況 

重要給水施設配水管布設替、配水管整備工事、浄水場ろ過機改修工事、水源取水

ポンプ修繕工事が重点的に実施された。 

 

〇 取水施設費 

    当年度の決算額は、２１０万円となっている。 

この事業は、第６水源取水ポンプ修繕工事である。 

〇 浄水施設費 

    当年度の決算額は、２０８９万５０００円となっている。 

この事業は、第１浄水場２号ろ過機改修工事である。 

〇 配水施設費 

      当年度の決算額は、１億２１０２万３０００円となっており、重要給水施設

配水管布設替工事に１億１２７８万５００円、配水管設計等業務委託料に８２

４万２５００円である。 

 

比較増減 増減率（％）

17,853 18,089 △ 236.0 △ 1.3

17,354 17,651 △ 297.0 △ 1.7

6,255 6,212 43.0 0.7

97.2 97.7 △ 0.5 △ 0.5

　
普
及
率

  給 水 人 口
                ×100(％）
 行政区域内人口

  給    水    戸    数（戸）

  行 政 区 域 内 人 口（人）

25                   年    度
  区    分 24

前 年 度 対 比

  給    水    人    口（人）
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２． 予 算 執 行 状 況 

（１）収 益 的 収 入 及 び 支 出 

                                (単位：円・％) 

    本年度の水道事業収益は予算額 ４億１５０万円に対し、決算額は ３億９１０２万６

０２３円(税込)で ９７．４％の執行率である。 

 本年度の水道事業費用は予算額 ４億１５０万円に対し、決算額は ３億８０５６万２

４３円(税込）で ９４．８％の執行率である。 

決算額の差し引きは１０４６万５７８０円である。 

 

（２）資 本 的 収 入 及 び 支 出 

                                (単位：円・％) 

  

本年度の資本的収入は予算額 １億３１０７万７０００円に対し、決算額は １億２０

６８万９１２７円(税込）で、９２．１％の執行率である。 

     本年度の資本的支出額は予算額 ３億２１６２万４０００円に対し、決算額は ３億

８１４万５２７７円（税込）で ９５．８％の執行率である。 

        以上が資本的支出の執行状況であるが、資本的収入額が資本的支出額に対して生じ

た不足額１億８７４５万６１５０円は、過年度分及び当年度分消費税資本的収支調整額 

１８１０万７０３４円、過年度分損益勘定留保資金１億６９３４万９１１６円をもって

補てんし、収支の均衡を図っている。 

 

 

 

（３）水 道 料 金 収 入 状 況 

区　　　分 予算額 決算額
予算額に対する
決算額の割合

水道事業収益 401,500,000 391,026,023 97.4

水道事業費用 401,500,000 380,560,243 94.8

差　　引 0 10,465,780 ―
 

区　　　分 予算額 決算額
予算額に対する
決算額の割合

資本的収入 131,077,000 120,689,127 92.1

資本的支出 321,624,000 308,145,277 95.8

差　　引 △ 190,547,000 △ 187,456,150 ―
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 水道料金の収入状況は次表のとおりである。 

        （単位：円） 

年 度 調定額 収入済額 不納欠損額 未収入額 収入率 

現年度 371,612,510 338,713,507 0 32,899,003 91.1 

過年度 40,269,953 32,984,623 0 7,285,330 81.9 

計 411,882,463 371,698,130 0 40,184,333 90.2 

          現年度の水道料金の調定額３億７１６１万２５１０円に対する収入済額は、３億

３８７１万３５０７円で９１．１％の収入率となっている。 

また、収入未済額は４０１８万４３３３円であり、このうち、過年度未収金は７

２８万５３３０円となっている。 

今後の水道料金の収納については、未納期間が長期化されると徴収が困難になる

ため、督促状の発布、電話催告、訪問催告、給水停止措置などの効果的な収納体制

を整備し、早期徴収に努められたい。 

 

３． 経  営  成  績 

（１）収 益 的 収 支 の 概 要 

当年度における経営成績は、次に示すとおりである。 

  総収益 ３億７２７８万６９８８円に対し、総費用 ３億６７５３万２５０１円で

差し引き、５２５万４４８７円の純利益を生じている。 

  これに前年度繰越欠損金 ２億７０４８万６６３６円があるので、当年度未処理欠

損金は ２億６５２３万２１４９円となっている。 

 

 経 営 収 支                              （単位：円・％） 

当年度純利益は、５２５万４４８７円で、総収支比率(事業収益÷事業費用× 

１００)は、１０１．４％となっている。 

（２）供 給 単 価 及 び 給 水 原 価 

項目 金額 構成比率 項目 金額 構成比率

営業収益 364,020,629 97.6 営業費用 299,395,720 80.3

営業外収益 8,766,359 2.4 営業外費用 67,735,613 18.2

特別利益 0 0.0 特別損失 401,168 0.1

当年度純利益 5,254,487 1.4

計 372,786,988 100.0 計 372,786,988 100.0

事業収益 事業費用
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供給単価は１ｍ3当り１８５．５円で、給水原価は１ｍ3当り １９２．５円となっ

ている。 

区　　　分 25 24
平成24年度
県 平 均

平成24年度
全国平均

供　給　単　価 185円50銭 184円70銭 161円92銭 168円94銭

給　水　原　価 192円50銭 179円90銭 154円20銭 172円26銭

利　　　益  △7円　　   4円80銭   7円72銭 △3円32銭

※全国平均については給水人口１万５千人以上３万人未満の数値である。 

 

 

（３）経 営 比 率 

企業の経営状態を表す経営比率は、次表のとおりである。 

                                                       （単位:円･％） 

     
                             年         度 
     区        分 

２５ ２４ 
２４ 

県平均 

                     経 常 収 益  
 経常収支比率                      × 100 
                     経 常 費 用 

 
101.5     

 
109.7 115.1 

                営業収益－受託工事収益 
 営業収支比率                       × 100 
                営業費用－受託工事費用 

121.6  134.5 127.5 

 

経常収支比率は、企業の経営状態を表すもので、標準１００％以上あれば良好とされ

ているが、当年度は１０１．５％となっており、前年度に比べると８．２ポイント

減少している。 

    営業収支比率は、経営活動の能率を示すもので、比率が高いほど良好とされているが、

当年度は１２１．６％となっており、前年度に比べると１２．９ポイント減少して

いる。 

      

 

４．財 政 状 態 

当年度における財政状態は、以下のとおりである。 

 

    （１）資     産 

資産の当年度現在高は３９億９７８３万７５４３円で、内訳は固定資産３５億 

１１９４万８３９８円、流動資産４億８５８８万９１４５円である。 
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（２）負  債 ･ 資  本  

負債の当年度現在高は４３１７万２０２５円で、内訳は固定負債２９０２万５５

９９円、流動負債は１４１４万６４２６円である。 

資本の当年度現在高は３９億５４６６万５５１８円で、内訳は資本金２９億８１

１３万４１７０円、剰余金は９億７３５３万１３４８円である。 

 

（３）企 業 債 及 び 一 時 借 入 金 

       当年度の企業債は、６９００万円を財務省財政融資資金から借り入れており、こ

れは予算第５条に定めた起債限度額 ７３００万円の範囲内の額である。 

       元金償還額は１億６３９７万３４３７円であり、支払利息は ６７５０万４７６４

円である。総費用３億６７５３万２５０１円に占める割合は１８．４％となってい

る。 

       また、一時借入金については、予算第６条に定めた一時借入金の限度額が５００

０万円となっているが、当年度の借入れは行われなかった。 

      なお、企業債の借入れ及び償還状況は、次表のとおりである。 

 

 

 企  業  債  の  借  入  れ  及  び  償  還  状  況      （単位:円･％） 

       

 

（４）貯   蔵   品 

        貯蔵品の年度末現在高は１５万３９９０円となっている。 

なお、当年度の購入額は１０３万３３２１円で、予算第９条に定めるたな卸資産

購入限度額５３５万８０００円の１９．３％である。 

 

 

元   金 利   子 計

25 2,461,305,892 69,000,000 163,973,437 67,504,764 231,478,201 65.4 62.1

24 2,556,279,329 67,000,000 157,107,390 71,236,522 228,343,912 63.6 59.6

料金収入
に対する
償 還 率

総 収 益
に対する
償 還 率

    区 分
 
年 度

年 度 末 現 在

未 償 還 元 金

年  度  内

借  入  金

年  度  内  償  還  金



 7 

 

（５）財  務  比  率 

      財政状態を示す財務比率は、次表のとおりである。 

                                                         （単位:円･％） 

     
                             年         度 
     区        分 

２５ ２４ 
24 

県平均 

                     自  己  資  本  
 自己資本構成比率                   × 100 
                     総    資    本 

 
37.4     

 
35.6 

     
   64.3 

 
 固定資産対        固 定 資 産  
                                     × 100 
長期資本比率    固定負債＋資本金＋剰余金 

88.2 87.5 
 

   ― 
      

                  流 動 資 産 
 流 動 比 率                   × 100 
                  流 動 負 債 

3434.7 2422.9    814.2 

 

自己資本構成比率は、総資本中に占める自己資本の割合を示すもので、自己資本の

占める割合が大きいほど経営に安定性があるといわれており、当年度は３７．４％

となった。 

            固定資産対長期資本比率は、企業の健全性を示すもので、この比率は １００％以下

が望ましいとされており、当年度は８８．２％となった。 

           流動比率は、企業の資金繰り等その支払能力を示すもので、この比率は高いほど望ま

しいとされており、当年度は ３４３４．７％となった。 

             

 

            以上財務状態を示す各比率は、栃木県平均に比較して遜色なく、各数値は財政の健

全性の範囲内であり、引き続き健全な運営が行われたと認められた。 

 



 8 

５．む  す  び  

以上が、平成２５年度岩舟町水道事業会計決算の概要である。 

平成２５年度岩舟町水道事業会計の決算収支は、５２５万４４８７円の当年度純

利益となった。なお、当年度における未処理欠損金は、２億６５２３万２１４９円

となり、前年度２億７０４８万６６３６円に比べ５２５万４４８７円、１．９％の

減となった。 

業務実績についてみると、給水状況は 給水戸数 ６，２５５戸、給水人口は１７，

３５４人で、行政区域内人口 １７，８５３人に対する給水普及率は９７．２％とな

っている。 有収率については ７７．１％となっており、前年度７３．９％と比べ

３．２ポイント上昇しているが、国や県のデータと比較しても有収率が低い現状に

あるため、老朽管の布設替えや施設整備による改善、漏水の原因究明に努め、有収

率の向上を図る施策を講じられたい。 

企業の経営状態や経営活動の能率を表す本年度の経営比率については、経常収支

比率、営業収支比率とも県平均と比較して遜色ない数値を示している。 

また、企業の体力を見る際に参考となる本年度の財務比率については、固定資産

とその調達資金源の関係を示す固定資産対長期資本比率、短期の支払い能力を示す

流動比率とも概ね健全な数値を示している。自己資本構成比率については、水道事

業の建設費の大部分を企業債により調達していることから比率が低くなりがちであ

るが、事業経営の安定化を図るためには自己資本の造成が必要であり、引き続き自

己資本の構成比率の向上に努められたい。 

以上、決算審査に付された決算報告書、財務諸表、事業報告書及び付属書類につ

いては、関係法令に準拠して作成され、当事業の経営成績及び財政状態も適正に表

示されており、内容も正当なものと認められる。 

今後の事業運営に当たっては、平成２６年４月４日の打ち切り決算を経て、栃木 

市に承継されたが、今後の経営見通しについてみると、少子高齢化、節水型社会の

到来、生活様式の多様化などにより、料金収入の増加が期待できない状況にある。 

したがって、職員一人ひとりが経営感覚を持って、経済性、有効性、効率性を念

頭に有収率や収納率の向上並びに経費の縮減を図り、安定した収益を確保するよう

要望する。 
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